
指定管理者による公の施設の管理運営状況 

令和元（2019）年度  

施設名 とちぎ男女共同参画センター南館 

施設所管課 県民生活部人権・青少年男女参画課 

指定管理者 公益財団法人とちぎ男女共同参画財団（法人番号 5060005007625） 

指定期間 平成 31（2019）年４月１日～令和６（2024）年３月 31 日 

 

１ 施設の概要 

施設所在地 宇都宮市野沢町４－１ 

施設の概要 

 

 

 

 

① 敷地面積：30,232㎡  建物面積：6,800㎡ 

② 構造：鉄筋コンクリート３階建（一部地下１階） 

③ 研修室等：ホール、研修室８室、会議室、ＯＡ研修室、和室、ライフアトリエ、 

パフォーマンススタジオ、調理実習室、テニスコート 

④ 駐 車 場：収容台数 230 台（第１～３駐車場） 

業務内容 

 

 

 

① とちぎ男女共同参画センター南館の施設の維持管理に関する業務 

② とちぎ男女共同参画センター南館の利用に係る事務（有料施設等の利用の許可 

に関するものを含む。）に関する業務 

③ とちぎ男女共同参画センター南館の運営に関する業務 

 

２ 収支の状況 

 令和元（2019）年度                                                        （千円） 

収入  支出 

指
定
管
理 

※２ 

 指定管理料 123,500  

 

 

 

 

指
定
管
理 

※２ 

 事業費 0 

 利用料金収入 19,291  管理運営費 93,073 

 その他収入※１ 1,003  人件費 34,054 

   その他支出※１ 8,215 

 合計 143,794  合計 135,342 

指定管理業務収支差額① 8,452   

自主事業 236  自主事業 3,057 

自主事業収支差額② ▲2,821   

収支差額（①＋②） 5,631   

備考（※１ その他収入の主なものを記載） 
 
コピー機利用料金等        69 

   受取利息             0 
   自販機設置委託料収入       934 
    

 

 

備考（※１ その他支出の主なものを記載） 
 
退職給与引当金支出         2,038 
租税公課費             6,177 

 ※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

 平成 30（2018）年度（前年度）                                               （千円） 

 収入  支出 

指
定
管
理 

※２ 

 指定管理料 122,500  

 

 

 

 

指
定
管
理 

※２ 

 事業費 0 

 利用料金収入 22,088  管理運営費 86,489 

 その他収入※１ 66  人件費 34,287 

   その他支出※１ 10,343 

 合計 144,654  合計 131,119 

指定管理業務収支差額① 13,535   

自主事業 1,256  自主事業 2,990 

自主事業収支差額② ▲1,734   

収支差額（①＋②） 11,801   
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備考（※１ その他収入の主なものを記載） 
 
コピー機利用料金等        66 
受取利息             0 
 
 

 

 

備考（※１ その他支出の主なものを記載） 
 
退職給与引当金支出         1,908 
租税公課費             8,435 
 
 

 ※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

３ 利用状況 

施設名  項 目 
平成 30（2018）年度 

（前年度） 
令和元（2019）年度 

ホール 

利用日数 192 日 170 日 

利用率 64.6％ 57.8％ 

利用者数 31,209 人 27,895 人 

研修室 101 

利用日数 127 日 128 日 

利用率 42.8％ 43.5％ 

利用者数 783 人 712 人 

研修室 201 

利用日数 132 日 111 日 

利用率 44.4％ 37.8％ 

利用者数 3,745 人 3,169 人 

研修室 202 

利用日数 119 日 126 日 

利用率 40.1％ 42.9％ 

利用者数 1,164 人 1,391 人 

研修室 203 

利用日数 98 日 112 日 

利用率 33.0％ 38.1％ 

利用者数 825 人 1,217 人 

研修室 301 

利用日数 207 日 196 日 

利用率 69.7％ 66.7％ 

利用者数 11,701 人 10,511 人 

研修室 302 

利用日数 201 日 172 日 

利用率 67.7％ 58.5％ 

利用者数 9,393 人 8,346 人 

研修室 303 

利用日数 96 日 85 日 

利用率 32.3％ 28.9％ 

利用者数 394 人 438 人 

研修室 304 

利用日数 119 日 109 日 

利用率 40.1％ 37.1％ 

利用者数 2,732 人 2,499 人 

会議室 

利用日数 54 日 50 日 

利用率 18.2％ 17.0％ 

利用者数 762 人 748 人 

OA 研修室 

利用日数 22 日 19 日 

利用率 7.4％ 6.5％ 

利用者数 327 人 273 人 

和室 

利用日数 67 日 77 日 

利用率 22.6％ 26.2％ 

利用者数 481 人 541 人 

ライフアトリエ 

利用日数 12 日 12 日 

利用率 4.0％ 4.1％ 

利用者数 48 人 34 人 
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パフォーマンススタジオ 

利用日数 246 日 240 日 

利用率 82.8％ 81.6％ 

利用者数 3,635 人 3,327 人 

調理実習室 

利用日数 51 日 37 日 

利用率 17.2％ 12.6％ 

利用者数 1,008 人 648 人 

テニスコート 

利用日数 134 日 125 日 

利用率 45.1％ 42.5％ 

利用者数 577 人 524 人 

 

４ サービス向上に向けた取組 

・ 開館日の増設（月曜日が祝日の場合でも、翌日振替休日による休館とせず開館している。） 
・ ホームページに利用施設の最新予約状況やタイムリーな情報を随時掲示している。 

・ パルティ交流サロン利用団体との情報交換会や年間を通じて利用者アンケートを実施することに

より、ニーズを把握しながら利用者の満足度の向上に努めている。 
・ 情報ライブラリーでは毎月新刊案内を掲示している。 

 

５ 利用者意見への対応 

 利用者意見の把握方法 

・ 利用者意見箱の設置 
・ パルティ交流サロン利用団体との情報交換会を年２回行い、意見を傾聴している。 
・ 利用者アンケートの実施 
  〔調査期間：年間を通じて実施〕  〔調査方法：貸館利用の際に協力を依頼〕 
 〔調査対象数：1,326 枚配布、657 枚回答あり（回答率 49.5％）〕 

 [アンケート内容] 
 Ｑ１ 当センターを利用したことがあるか。（計657件） 

①初めて 62件  ②ある 595件 

 Ｑ２ 初めての方へ。当センターを何で知ったか。（複数回答あり） （計67件） 

①ＨＰ 35件 ②リーフレット １件  ③県市町等の紹介 11件 ④新聞 ０件 

   ⑤知人・友人 12件  ⑥その他 ７件  ⑦無記入 １件 

 Ｑ３ 再利用の方へ。どの程度利用するか。（計595件） 

①週１回 40件  ②月２回 71件  ③月１回 134件  ④年２回 187件 

   ⑤年１回 101件  ⑥その他 60件  ⑦無記入 ２件 

 Ｑ４ 申し込みから利用当日までの手続の対応について。 
 事務手続の対応等 館内の照明等の環境 施設整備 館内外の清掃 満足度 

５（良い） 547件 524件 530件 549件 532件 

４ 83件 100件 95件 86件 94件 

３ 27件 30件 27件 19件 27件 

２ 0件 1件 1件 2件 2件 

１（改善を求む） 0件 1件 3件 0件 0件 

無記入 0件 1件 1件 1件 2件 

計 657件 657件 657件  657件 657件 
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 主な利用者意見（苦情・要望）  対 応 

① 研修室で Wi-Fi が使えない。 
 
 
 
 
 
② 据置式のプロジェクターのランプが突然切

れ投影できなくなった。 
 
③ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｽﾀｼﾞｵのｼｬﾜｰのお湯が出なかった。 
 
 
 
④ 研修室が寒かった。 

① 館内の Wi-Fi は接続できる範囲が限られてお

り、研修室ではつながりにくかった。パソコンの

USB ポートに差し込むだけでインターネットに

接続できる通信キットを導入し、貸出を開始し

た。 
 

② 直ちに別のプロジェクターで代用し、その後、

老朽化していたプロジェクターを更新した。 
 
③ 委託業者による点検作業後、ﾊﾞﾙﾌﾞを閉めたま

まにしてしまったことが原因。利用者にお詫びす

るとともに、業者を指導した。 
 
④ 利用する部屋は、事前に暖房を入れておくが、

当日の天候、気温により部屋が温まらない場合が

ある。気温の低い日は、可能な限り事前に暖房を

入れておく時間を長くするよう心掛けている。 
 

 主な利用者意見（積極的評価） 

・ 気持ちよく利用することができた。 
・ 使いやすかった。 
・ とても親切に対応してもらった。 
・ プロジェクター等の不具合に早急に対応してもらった。 
 

 

６ 指定管理者による自己評価 

 成果のあった取組・積極的に取り組んだ事項・利用者満足度向上への取組 

・ 施設の維持管理や使用料金の徴収等の事務を適切に行った。 

・ 男女共同参画の推進団体やグループ等の利用促進を図った。 

・ センター事業（講座等）とのバランスある利用に努め、公平公正な利用を図った。 

・ 情報ライブラリーの貸出用の資料や閲覧ＤＶＤを充実させるとともに、ホームページや情報誌 
パルティを活用した積極的な情報提供を行った。 

・ ゴーヤによるグリーンカーテンを実施するなど、省エネや利用者の健康面に配慮した維持管理

に心掛けるとともに、倒壊の恐れのある枯損木を伐採するなど、日常の安全確保に努めた。 

・ 腐食した中庭ベンチ板の付替えや、ライブラリー椅子の擦り切れた座面を張り替えるなど、快

適な利用環境の整備に努めた。 

 

  安全で快適な施設利用に向けた取組 

・ 施設設備の老朽化が進行し、修繕箇所が増加しているが、トイレや照明等各種設備の故障に対

して迅速な修繕を実施するとともに、水たまりのできる駐車場の路盤改善を行うなど、県民が安

全で快適に施設を利用できるよう取り組んでいる。 

 

  今後改善・工夫したい事項 

・ 利用者からの苦情・意見や設備の修繕に対して、今後とも、施設内に常駐する設備管理委託業 
者との情報交換や連携を密にし、迅速で適切な対応に努めるなど、施設管理の円滑な運営を推進 
する。 
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７ 所管課による評価 

項目 評価の内容 確認内容・所見等 評価 

１．住民の平

等利用の確

保 

 

①住民の平等利用が確保されたか 

 

施設の予約について月１回抽選会

を開くなど、利用者に対し公平な方法

をとっている。 
 

Ｃ 

②使用許可に関する権限が適正に行使

されたか 

条例、規則に基づき、適正に審査し、

許可事務を行っている。 
 

Ｃ 

③高齢者、障害者等に対する配慮はな

されたか 

身障者用駐車場や視覚障害者用チ

ャイムを有し、館内には車椅子や点字

ブロック、多目的トイレ、オストメイ

ト等を備えている。 
 

 

Ｂ 

２．施設の効

用の最大限

発揮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の設置目的に沿った業務実施が

なされたか 

設置目的に沿った利用の場合には、

優先的に予約を受け付けている。利用

者アンケートの結果によると、約９割

がリピーターであり、かつ７割以上の

者が年２回以上利用するなど、男女共

同参画推進をはじめとする県民活動

の支援に成果を発揮している。 
 

 

Ｂ 

②施設の利用促進、県民サービスの向

上が図られたか 

ホームページや情報誌等による情

報提供を積極的に行うとともに、利用

者からの要望等への適切な対処に努

めた。また、託児室の開設をとおして、

子育て中の女性の研修会等への参加

促進を支援した。 
 

 

Ｂ 

③利用者満足度を把握し、満足度の向

上が図られたか 

利用者アンケートを実施し、利用者

の意見等を踏まえ、施設運営や業務改

善に反映するよう努めた。 
 

Ｂ 

④利用者からの意見、苦情に対して適

切な対応がなされたか 

施設の環境や設備の老朽化に関す

る苦情があるが、細やかな清掃の実施

や、器具の交換等を迅速に行い、適切

に対応した。 
 

Ｂ 

⑤施設、設備、備品の維持管理や安全

管理は適切になされたか 

設備等の修繕箇所に対して、迅速 
で適切な対処に努めた。 
 

Ｂ 

⑥指定管理者の創意工夫により業務改

善等がなされたか 

新規以外の利用者との打合せは、来

館を求めず電話で行うなど簡略化に

努めるとともに、利用申請書等の作成

が効率的になるようﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載

しているﾌｫｰﾏｯﾄを改善した。 
 

Ｂ 
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３．管理を安

定的に行う

物的人的基

礎 

 

 

 

①組織体制は適正か 職員は、様々な職種（県派遣・県 OB、
プロパー、嘱託員）から構成されてお

り、勤務形態等が異なる中で、事務の

効率化やサービスの向上に努めるな

ど、適切な管理運営を行っている。 
 

 

Ｃ 

②収支は適正でバランスがとれたもの

か 

収支はおおむね適正でバランスがと

れている。 
 

Ｃ 

③経費の縮減に取り組んできているか 不要な照明の消灯や冷暖房の適切

な温度管理に加えて、グリーンカーテ

ンを取り入れるなど光熱水費の縮減

に取り組んでいる。 
 

Ｃ 

④人材育成は適切に実施されているか 男女共同参画に関する研修に随時

職員を参加させるとともに、貸館マニ

ュアルや情報ライブラリー運営マニ

ュアル等に基づき、職員間の情報共有

を強化している。 
 
 

Ｃ 

⑤危機管理体制（事故、緊急時の対応）

は確保されているか 

危機管理マニュアルを作成し、事故

や緊急時に対応できるようにしてい

る。また、避難訓練を年２回実施して

いる。 
 

Ｃ 

⑥県や関係機関との連携ができている

か 

人権・青少年男女参画課やとちぎ 
男女共同参画センター等と連携を密 
にして施設運営を行っている。 
 

Ｂ 

４．個人情報

保護 

①個人情報の保護についての措置が計

画どおり実施されているか 

個人情報保護対策指針や事務処理

要領により、適正に取り扱っている。 
 

Ｃ 

②情報公開は適切になされているか 定款や事業計画書等開示対象書類

を事務室内に備え置いているが、情報

公開請求事例はなかった。 
 

Ｃ 

５．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の特性にふさわしい自己評価が

なされているか 

利用者アンケートの結果を毎月集

計し、利用者ニーズを把握するととも

に、利用状況を分析・評価している。 
 

Ｂ 

②自主事業が計画どおりに実施されて

いるか 

計画どおりに実施されている。 

 

 

Ｃ 

③イベント等を実施している場合は、

地域との連携が図られているか 

地域自治会へ参加を呼びかけると 
ともに、近隣の大学や県総合教育セ 
ンター等で催しが開催される場合に 
は協力・交流を図っている。 
 

Ｂ 
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④環境への配慮（騒音・公害対策、ごみ

削減等）がなされているか 

ごみの持ち帰りを表示で呼びかけ 
るとともに、出されたごみの分別処 
理を徹底している。 
 

Ｃ 

⑤その他管理運営上の特記事項（コロ

ナ対策がなされているか等） 

新型コロナウィルス感染症の拡大

に応じた施設の利用制限や備品類等

の消毒を行うともに、「３密」の回避

やマスクの着用等感染防止対策の徹

底を利用者に呼び掛けている。 

 

Ｃ 

総合的な評価 

平成８（1996）年の開館以来、パルティという愛称で県民に広く親しまれ、利用される施設にな

っている。開館30周年に向けて、男女共同参画の拠点施設として、適切な施設管理及び効果的な事

業の展開を進めてもらいたい。 
さらに、施設の経年劣化に伴い、今後各種設備の計画的な改修工事を行っていく必要があるため、

保守点検業者との連携と適切な情報収集に努めてもらいたい。 
 

  ※「評価」欄には、以下の指標により判定した結果を記載すること。 

     Ａ：事業計画に対して極めて優れた取組となっている。 

     Ｂ：事業計画に対して優れた取組となっている。 

     Ｃ：事業計画どおりの取組となっている。 

     Ｄ：事業計画に対して劣る取組となっている。 

     Ｅ：事業計画に対して極めて劣る取組となっている。 
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